
 本図は八幅各々に真言八祖の行状を広略の『付法伝』等に依拠して表したもので、

背景に描かれた景観の連続性から四幅ずつに二分される。すなわち、竜猛・竜智・金

剛智・不空の順で右から左に並ぶ秋景、善無畏・一行・恵果・空海の順で左から右に

並ぶ春景である。  
 竜猛幅は画面中央に宝塔を表し、その斜め下に宝形造の三間四面の堂、さらに塔の

斜め右上に寄棟造の大きな建物が描かれている。建物の手前軒下に二僧が坐し、左手

には内陣に向かって坐す僧（竜猛か）が描かれている。二僧のうち左（竜猛の弟子）

が差し出す水盤に右（提婆）が針を入れようとする、『広付法伝』の記事を表している

と考えられている。建物の背景は山岳となり、画面左上方に山並みが連なる。左上方

に一堂があり、中に対座する二僧を描いている（三鈷を持つ竜猛と竜智）。画面下方左

手は水辺とし、右下部には芭蕉が描かれ、天竺の風景であることを示している。堂塔

の屋根や左下部などに損傷がある。  
 竜智幅は画面半ばから下は紅葉に色づく山中の風景で、左方には対座する二僧（竜

智と玄奘か）、右下方には二僧（金剛智と善無畏）と対座する竜智が表されている。画

面の上方にまで山並みが続き、霞の中に堂舎の屋根がのぞく。中央やや右には楽器を

持つ二人物が表され、間を隔てて左方の丘には鹿があり、左下の手前にも鹿の群が描

かれている。この二人物は金剛智幅に連なると考えられる。  
 金剛智幅は画面の中央上から下に大海を表し、画面左下方に堂舎、その手前に観音

菩薩と金剛智を表し、摩羅耶国補陀落山で観音から、師子国を経て大唐国に弘法せよ

と教勅された場面を表している。荒海では左端に遭難船を表し航海の困難を示してい

るが、右上の岸辺には無事に唐に着いた牀座上の金剛智と従者、これを歓迎する節度

使一行を表している。松原を背景に笏を手に跪坐する人物の前では音楽を奏で華や香

を捧げている。岸の左に着岸した一艘の船と小舟があり、荷を陸に揚げようとしてい

る。画面右下には断崖を表し、その裾の岸辺には種々の貝を描いている。画面左方に

紅葉を表す。大海の中央部に大きな絹の欠失がある。なお、波頭の白色は後補である。  
 不空幅画面右上方は金剛智幅から連続する海と飛鳥の列、下方は手前に双松の生え

る土坡、その向こうに紅葉の下に小さな滝を表す。画面上方中央には師子国で竜智に

対座する不空とその一行が紅葉下に表される。霞を隔てて左下に不空とその前に臥し

た象（後補）が描かれ、不空の後方には狂象から逃げる二人物が表される。画面中央

の宮殿中央部の正殿では横向きの不空に皇帝（玄宗か）が対している。正殿軒下や廊

には三人の従者が控え、さらに左方の中門に一人が立ち、その向こうに二人の上半身

が見える。右側土坡の上にはカモシカが表され、画面左下は池となっている。画面上

部に雨漏り痕が甚だしく、本図がもと障子絵であったことをうかがわせる。  
 善無畏幅は状態が八幅中最も悪く、画面下方と左中央部に絹の欠失がある。上方も

傷んでいるが、画面中央右から左下にかけて近景の山岳を表している。右下には山中

で武将たちの見守る中、叔母である王妃の使者に迎えられる王者風の善無畏を表して

いる。画面左上には峻険な岩山を背に城門を構えた殿舎があり、母屋には国王と妃に

出家の決意を語る善無畏を表し、母屋の左奥には剃髪する善無畏を異時同景に表して

いる。城門の左方には衛兵らが描かれ、門の中では紅梅が咲いている。さらに右上部

には流砂の中、唐を目指して歩を悩ませる善無畏一行を表す。善無畏は僧形で、向か

い風を制するかのように錫杖を振り上げ、後方に二侍者が続く。構図としては、画面



が右方に続くことを示している。  
 一行幅は比較的状態が良いが、主要な場面は左下方の一情景のみである。右上方に

は山道を下ってきた二人物が左方の水鳥や飛鶴を見やっており、のどかな春の情景が

表されている。画面中ほどには楼門と土塀に囲まれた一堂舎が描かれる。堂舎の中に

は一行が経机の前に坐して一僧と対し、左右に各一人の僧が聴聞している。堂の後方

には桜が咲きにおい、手前には左から土坡がせり出し、豊かな水流が画面下辺中ほど

に及んでいる。  
 恵果幅は画面中央より下方には右手に松の生えた土坡、左方に城壁に囲まれた殿舎

が表され、皇帝（代宗か）と対座する恵果、および童子や従者等を描いている。前庭

にも二従者が控えている。楼門の左右には衛兵が描かれているが損傷甚だしく、後補

が多い。中景に桜を表し、右から左に池が張り出し、鴛鴦や鴨など水鳥が浮かび、岸

辺には柳が枝を垂れている。その向こう、左上方には宝形造の堂舎が表され、一童子

を従えた恵果と、これに対座する空海を描いている。堂舎の上方には山の端目指して

雁の群が飛んでいる。  
 空海幅は画面左上方に特異な形状の山並みがあり、それらの中央から波状の光が表

されている。これは空海が唐から帰朝するにあたり、密教弘法の勝地を念じながら三

鈷杵を投げたところ、高野山の松に掛かったという故事を表し、その下では三鈷を求

めて登山する空海に、狩人に変じ二匹の犬を連れた狩場明神が高野山を指し示す場面

である。中央右方は宮中において、空海が嵯峨天皇宸筆の『般若心経』を講じている

ところと考えられ、四人の公卿が並び、白壁の塀の外には陪従らが控えている。さら

に外塀が取り囲み、右手前には牛車と三人の人物、左下方では筵の上にうつぶした病

人や貧者に施しをする人物と往来の見物人等を描いている。なお、下部一〇から二〇

センチメートル幅で本紙が欠損している。  
 以上、八幅を通じて画面の損傷が進んでおり、彩色の剥落に止まらず本紙絹自体の

欠損箇所も少なくない。しかし、赤外線撮影により当初の墨線が確認され、ほぼ全体

の図様がたどれる。  
 本図については、明治の廃仏毀釈によって消滅した奈良県の内山永久寺真言堂に所

在していたとする説が有力であるが、以上のような配列は堂内に四幅ずつ相対して配

置されていたと理解される。記録によれば、真言堂は保延二年（一一三六）に建立さ

れ、堂内には両部大経感得図以下の絵画が描かれていた。近年の研究でこの両部大経

感得図や四天王図などが現存していることがわかっている（前者は藤田美術館蔵、後

者はボストン美術館蔵）。本図は幕末の冷泉為恭が模写していることなどから、永久寺

真言堂障子絵であった可能性が高い。  
 真言八祖行状図の現存遺品としては本図が最も古く、大型の類品としては南北朝期

の広島・明王院五重塔内壁画が知られているくらいである。遺品稀なうえに、八幅が

完存していることは貴重である。  
 障子絵であったためか、画面の保存状態は悪く後世の補筆も認められるが、四幅ず

つ春秋の景色の中に行状を表した構図法や、人物・樹木あるいは禽獣等の表現には平

安時代の趣がよく残っている。平安時代に遡る大型のやまと絵遺品としてきわめて重

要な作品である。  
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